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小児歯科医療は、小児の口腔領域の健全な発育と健
康の維持を目標としています。 これを咬合の発育から
すると、乳歯の萌出から乳歯咬合の完成、さらに永久
歯の交換から永久歯咬合の完成までを正常に経過させ
る為に、これを障害する因子の除去や口腔疾患を予防
し治療することが必要となります。 
小児歯科での咬合管理は、咬合の不正を予防し、ま

た初期の不正を修正することにより、正常な咬合へ誘
導することであり 小児歯科臨床そのものが、これにあ
たるものと考えられます。 
今回は、日常臨床における咬合管理の要点の一部と、

いくつかの症例を発表させていただきます。今までの
様に「暫く様子を見ましょう…」という対応はもはや
過去のものになる時代がくることを願いつつ、諸先生
方の御意見、御指導のほど、宜しくお願いします。 
 


